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 世界の主要な自動車企業は新型コロナによる販売減少の

影響を受け、1-3月期に総じて業績が悪化しましたが、4-6

月期は販売台数がさらに落ち込んだことから、減収幅が拡大

し、多くの企業で営業赤字となりました。

 この業績悪化を織り込む形で、大半の企業の株価は3月

20日前後に年初来安値を付けました。企業によっては年初

来▲50％を超える株価下落となりましたが、強固な企業体

質を有するトヨタは同▲20％程度、電気自動車（EV）に

強いテスラやBYDは▲15％程度の下落に留まりました。

（注1）データは2018年1月～2020年7月。欧州は20年6月まで。

（注2）各地域における月次新車登録台数の前年比。

（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

グローバル自動車業界の業績は底打ちへ

2020年8月21日

 世界の主要な地域では1月以降、新型コロナウイルスの感

染拡大によって自動車販売台数が急減しました。感染抑

制のため導入されたロックダウン（都市封鎖）によって需要

が落ち込んだことに加え、サプライチェーン分断や工場稼働

停止による出荷の減少が影響しました。

 新型コロナの感染拡大が最も早かった中国では、1月の販

売台数が前年同月比▲21％に減少し、行動制限が本

格化した2月には同▲82％まで落ち込みました。中国の次

に感染拡大が懸念された欧州でも1、2月に同▲7％程度

の減少となったのち、相次ぎ行動制限が発動された3月は

同▲55％、4月は同▲76％の減少となりました。米国は

やや落ち込み幅が小さいものの、3月が同▲35％、4月が

同▲48％減少しました。日本は消費税が引き上げられた

昨年10月以降前年比マイナスが続いていましたが、4月に

同▲25％、5月に同▲40％と減少幅が拡大しました。そ

の後、各市場とも徐々に改善しつつありますが、日米欧の6

月販売は同▲25％前後と依然低水準です。

自動車販売は新型コロナウイルス感染拡大による影響で急減

「グローバル株式」

自動車販売は新型コロナウイルス感染拡大による影響で急減

自動車業界の4-6月期業績は販売急減により大幅悪化

自動車業界の業績は7-9月以降、徐々に改善に向かう見通し

※個別銘柄に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。

【主要地域の自動車販売台数（前年比）】（％）

（年/月）

自動車業界の4-6月期業績は販売急減

により大幅悪化

【主要自動車企業の株価推移】（ポイント）

（年/月）
（注1）データは2020年1月2日～2020年8月19日。

（注2）2020年1月2日を100として指数化表示。

（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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マーケットの視点
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2019/4-6月

（実績）

前年同期比

        （％）

2019/7-9月

（実績）

前年同期比

        （％）

2019/10-12月

（実績）

前年同期比

        （％）

2020/1-3月

（実績）

前年同期比

        （％）

2020/4-6月

（実績）

前年同期比

       （％）

日本（10億円）

売上高 7,646 4% 7,640 4% 7,545 ▲3% 7,100 ▲8% 4,601 ▲40%

営業利益 742 9% 662 14% 654 ▲3% 384 ▲27% 14 ▲98%

売上高 3,996 ▲1% 3,729 ▲3% 3,748 ▲6% 3,458 ▲15% 2,124 ▲47%

営業利益 252 ▲16% 220 3% 167 ▲2% ▲6 赤字転落 ▲114 赤字転落

売上高 2,372 ▲13% 2,631 ▲7% 2,504 ▲18% 2,372 ▲21% 1,174 ▲51%

営業利益 2 ▲99% 30 ▲70% 23 ▲78% ▲95 赤字転落 ▲154 赤字転落

米国（百万ドル）

売上高 36,060 ▲2% 35,473 ▲1% 30,826 ▲20% 32,709 ▲6% 16,778 ▲53%

営業利益 2,487 68% 2,304 43% ▲554 赤字転落 657 ▲47% ▲1,214 赤字転落

売上高 38,853 ▲0% 36,990 ▲2% 39,715 ▲5% 34,320 ▲15% 19,371 ▲50%

営業利益 90 ▲85% ▲261 赤字転落 ▲457 赤字転落 ▲1,558 赤字転落 ▲2,759 赤字転落

売上高 6,350 59% 6,303 ▲8% 7,384 2% 5,985 32% 6,036 ▲5%

営業利益 ▲167 赤字縮小 261 ▲37% 359 ▲13% 283 黒字転換 327 黒字転換

欧州（百万ユーロ）

売上高 65,184 7% 61,420 11% 66,017 8% 55,056 ▲8% 41,076 ▲37%

営業利益 5,129 30% 4,541 68% 1,076 ▲65% 904 ▲77% ▲2,394 赤字転落

売上高 42,650 5% 43,270 8% 47,127 1% 37,223 ▲6% 30,184 ▲29%

営業利益 ▲1,678 赤字転落 2,606 33% 491 ▲82% 595 ▲78% ▲1,753 赤字拡大

売上高 26,741 ▲3% 27,322 ▲1% 29,643 11% 20,567 ▲16% 11,707 ▲56%

営業利益 1,370 3% 541 ▲48% 2,151 91% ▲656 赤字転落 ▲946 赤字転落

中国（百万元）・韓国（10億ウォン）

売上高 176,101 ▲22% 209,051 ▲0% 257,980 13% 105,947 ▲47%

営業利益 2,121 ▲66% 3,476 ▲41% 3,986 262% 695 ▲88%

売上高 31,880 8% 31,638 ▲9% 33,917 ▲17% 19,679 ▲35%

営業利益 1,406 60% 869 ▲57% 1,751 ▲42% 1,424 ▲32%

売上高 26,966 9% 26,969 10% 27,824 10% 25,319 6% 21,859 ▲19%

営業利益 1,238 30% 379 31% 1,164 132% 864 5% 590 ▲52%
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本田技研工業
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上海汽車
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ダイムラー

トヨタ自動車

 世界の主要な自動車会社の4-6月期決算を振り返ります。トヨタ自動車の販売台数は日本で前年同期比▲31％、

北米で同▲62％、欧州で同▲49％、アジアで同▲56％減少したため、グローバルでは同▲50％減少となりました。販

売台数の減少により、売上高は同▲40％減収となり、円高によるマイナス影響も加わったため営業利益は同▲98％の

大幅減益となりました。但し、他社が営業赤字に落ち込む中、トヨタ自動車は底入れ時にいち早く販売を増やすことがで

きたことに加え、経費削減に努めたことから、僅かとは言え黒字を確保しました。本田技研工業の四輪販売台数は日本

で前年同期比▲30％、北米で同▲68％、欧州で同▲53％、アジアで同▲79％減少したため、グローバルでは同

▲63％減少となりました。収益性の高い二輪事業が何とか黒字を確保しましたが、四輪事業の赤字が大きく、全社では

▲1,137億円もの営業赤字となりました。日産自動車もグローバル販売台数が前年同期比▲65％減少したため、

▲1,539億円の大幅営業赤字となりました。

 米国では、GMとFORDがともにグローバル販売不振によって、売上高が前年同期比▲50％以上の減収となり、大幅な

営業赤字を計上しました。一方、テスラは新型コロナの影響による米国工場の一時停止や欧米での販売不振はありまし

たが、稼働を続けた中国の電気自動車（EV）新工場が生産と販売を支えた結果、売上高は前年同期比▲5％減

収に留まり、327百万米ドルの営業黒字を確保しました。

 欧州では、VW（フォルクスワーゲン）の販売台数が前年同期比▲32％減少しました。主力の中国が同1％のプラスと

なりましたが、お膝元の西欧が▲54％減少と大きく落ち込みました。この結果、売上高が同▲37％減収となり、大幅な

営業赤字を計上しました。ダイムラーやFCA（フィアット・クライスラー・オートモービルズ）も同様に、大幅減収、営業赤

字となりました。

 現代自動車は韓国販売の落ち込みがやや軽く、営業黒字を確保しました。中国系企業の4-6月期決算は8月下旬に

発表の予定です。

（注1） VWはフォルクスワーゲン、FCAはフィアット・クライスラー・オートモービルズ。
（注2） 上海汽車とBYDの2020年4-6月期は未発表。
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

※個別銘柄に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。

【主要な自動車会社の四半期業績推移】
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2020年8月13日 自動車業界の2020年度4-6月期決算は？

2020年8月 6日 4-6月期の日米企業業績は前年同期比大幅減益
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2018年

（実績）

前年同期比

        （％）

2019年

（実績）

前年同期比

        （％）

2020年

（会社計画）

2020年

（予想）

前年同期比

        （％）

日本（10億円）

売上高 30,226 3% 29,930 ▲1% 24,000 24,760 ▲20%

営業利益 2,468 3% 2,443 ▲1% 500 1,133 ▲80%

売上高 15,889 3% 14,931 ▲6% 12,800 12,436 ▲14%

営業利益 726 ▲13% 634 ▲13% 200 271 ▲68%

売上高 11,574 ▲3% 9,879 ▲15% 7,800 7,768 ▲21%

営業利益 318 ▲45% ▲40 ▲113% ▲470 ▲316 赤字拡大

米国（百万ドル）

売上高 147,049 1% 137,237 ▲7% 115,491 ▲16%

営業利益 4,445 ▲49% 5,481 23% 4,362 ▲20%

売上高 160,338 2% 155,900 ▲3% 116,790 ▲25%

営業利益 3,203 ▲34% 574 ▲82% ▲2,552 赤字転落

売上高 21,461 83% 24,578 15% 28,957 18%

営業利益 ▲388 ▲76% ▲69 ▲82% 1,779 黒字転換

欧州（百万ユーロ）

売上高 235,849 3% 252,633 7% 214,455 ▲15%

営業利益 13,920 1% 14,614 5% 5,142 ▲65%

売上高 167,362 2% 172,745 3% 147,441 ▲15%

営業利益 10,266 ▲21% 4,112 ▲60% 1,704 ▲59%

売上高 110,412 4% 108,187 ▲2% 85,053 ▲21%

営業利益 5,164 ▲29% 5,026 ▲3% 714 ▲86%

中国（百万元）・韓国（10億ウォン）

売上高 902,194 4% 843,324 ▲7% 759,817 ▲10%

営業利益 20,715 ▲12% 15,439 ▲25% 26,166 69%

売上高 130,055 23% 121,778 ▲6% 140,592 15%

営業利益 6,990 ▲12% 5,834 ▲17% 6,799 17%

売上高 96,813 0% 105,746 9% 102,363 ▲3%

営業利益 2,422 ▲47% 3,606 49% 3,611 0%
現代自動車

BYD

上海汽車

FCA

ダイムラー

VW

テスラ

FORD

GM

日産自動車

本田技研工業

トヨタ自動車

（注1） VWはフォルクスワーゲン、FCAはフィアット・クライスラー・オートモービルズ。
（注2） GM、FORD、テスラ、VW、ダイムラー、FCA、上海汽車、BYD、現代自動車は会社計画の公表なし。
（注3） 2020年（予想）は8月6日時点のBloombergコンセンサスによる。
（注4） 2020年の前年同期比は日系3社は会社計画、その他は予想と前年実績との比較。
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

自動車業界の業績は7-9月以降、徐々に改善に向かう見通し

 各国・地域が行動制限を徐々に緩和し、経済活動が再開に向かっていることから、足元、グローバル自動車販売は回

復傾向にあります。日本の自動車販売台数（登録車）は5月に前年同期比▲40％まで落ち込みましたが、7月は同

▲20％まで改善しました。7月の軽自動車販売台数は同▲1％とほぼ前年同月並みに回復しました。7月の米国販売

台数は同▲14％減少まで回復し、中国は同9％と3カ月連続の増加となりました。6月の欧州は同▲22％減少でした。

 自動車販売の改善を受け、4-6月期決算時に発表された通期会社計画では、日系大手3社は7-9月以降、業績の

改善を見込んでいます。トヨタ自動車はグローバル販売台数を期初見込みの700万台から720万台へ上方修正しまし

たが、売上高▲20％減収、営業利益▲80％減益の計画を据え置きました。7月-来年3月は売上高▲13％減収、

営業利益▲71％減益の見込みです。本田技研工業はグローバル四輪販売台数を前年同期比▲19％減少と見込

み、売上高▲14％減収、営業利益▲68％減益を計画しており、7月-来年3月は営業黒字確保を目指します。一方、

日産自動車は通期で売上高▲21％減収、営業利益▲470億円の赤字計画となっており、7月-来年3月でも営業赤

字から脱却できない見込みです。

 海外企業は通期会社計画数値の具体的な公表がありませんが、予想を見ると日系大手と同様に7-9月以降、販売

台数の回復を前提に、業績改善が見込まれています。

【主要な自動車会社の年度業績推移と今年度予想】

※個別銘柄に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/japan/news200813jp.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news200806gl.html

